
TUSルーブリック （経営学部 経営学科：2023年度新⼊⽣）
評価項⽬ ルーブリックによるレベル評価
記号 名称 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

a コミュニケーション能⼒
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、きちんと⾃分の
主張を⾔葉で（⽂書で）伝え、理解してもらうことができ
る。

0と1の間
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、その⼈の主張を
聞いて（読んで）理解することができる。

1と2の間
異なる専⾨・意⾒を持った⼈の主張も、その背景(コンテク
スト)を理解し、時間を掛けて説得・納得し、妥協点を⾒出
すことができる。

2と3の間 さきの能⼒をどんな環境でも発揮できる。

b 国際性・語学⼒ 多様な価値観と異⽂化の存在に対する理解がある。 0と1の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
持ったり⾔葉で表現したりすることができる。

1と2の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
他国の⼈へ的確に伝えることができる。

2と3の間
多様な価値観と異⽂化を包括的に理解し、世界の様々な環境
で順応し活動できる。

c 教養学⼒ ⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得している。 0と1の間
⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得し、そこで直⾯す
る問題を理解している。

1と2の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題に対して⾃⾝の考え
を展開することができる。

2と3の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題をよく理解し、修得
した基礎知識を組み合わせて総合的にものを考え、⾃⾝の⽴
場を論じられる。

d 基礎学⼒ 経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を理解している。 0と1の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を体系的に関連付
け、理解している。

1と2の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を組み合わせ、演
習問題などに対処できる。

2と3の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎学⼒を蓄え、専⾨能⼒
獲得の⼟台が充分にできている。

e 専⾨学⼒
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を理解し
ている。

0と1の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を体系的
に関連付け、理解している。

1と2の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を組み合
わせ、演習問題などに対処できる。

2と3の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を使って
経営上の諸問題を解いたり、⾃由に議論したりすることがで
きる。

f 問題発⾒・解決⼒ ⾃ら経営の諸問題を発⾒できる。 0と1の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、重要なポイントを抽出す
ることができる。

1と2の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、何らかの⽅策を提案した
り、解析をすることができる。

2と3の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、的確なモデルや解析⼿法
を使って、分析を⾏い、問題の解明や解決ができる。



TUSルーブリック （経営学部 ビジネスエコノミクス学科：2023年度新⼊⽣）
評価項⽬ ルーブリックによるレベル評価
記号 名称 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

a コミュニケーション能⼒
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、きちんと⾃分の
主張を⾔葉で（⽂書で）伝え、理解してもらうことができ
る。

0と1の間
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、その⼈の主張を
聞いて（読んで）理解することができる。

1と2の間
異なる専⾨・意⾒を持った⼈の主張も、その背景(コンテク
スト)を理解し、時間を掛けて説得・納得し、妥協点を⾒出
すことができる。

2と3の間 さきの能⼒をどんな環境でも発揮できる。

b 国際性（語学⼒も含む） 多様な価値観と異⽂化の存在に対する理解がある。 0と1の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
持ったり⾔葉で表現したりすることができる。

1と2の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
他国の⼈へ的確に伝えることができる。

2と3の間
多様な価値観と異⽂化を包括的に理解し、世界の様々な環境
で順応し活動できる。

c 幅広い教養 ⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得している。 0と1の間
⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得し、そこで直⾯す
る問題を理解している。

1と2の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題に対して⾃⾝の考え
を展開することができる。

2と3の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題をよく理解し、修得
した基礎知識を組み合わせて総合的にものを考え、⾃⾝の⽴
場を論じられる。

d 専⾨基礎学⼒ 経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を理解している。 0と1の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を体系的に関連付
け、理解している。

1と2の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎知識を組み合わせ、演
習問題などに対処できる。

2と3の間
経営学の各基礎分野・専⾨分野の基礎学⼒を蓄え、専⾨能⼒
獲得の⼟台が充分にできている。

e 専⾨学⼒（知識）
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を理解し
ている。

0と1の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を体系的
に関連付け、理解している。

1と2の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を組み合
わせ、演習問題などに対処できる。

2と3の間
経営学の各専⾨分野の専⾨知識(理論、技法など）を使って
経営上の諸問題を解いたり、⾃由に議論したりすることがで
きる。

f
専⾨学⼒（問題発⾒・解決
⼒）

⾃ら経営の諸問題を発⾒できる。 0と1の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、重要なポイントを抽出す
ることができる。

1と2の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、何らかの⽅策を提案した
り、解析をすることができる。

2と3の間
⾃ら発⾒した経営の諸問題に対し、的確なモデルや解析⼿法
を使って、分析を⾏い、問題の解明や解決ができる。



TUSルーブリック （経営学部 国際デザイン経営学科：2023年度新⼊⽣）
評価項⽬ ルーブリックによるレベル評価
記号 名称 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

a コミュニケーション能⼒
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、きちんと⾃分の
主張を⾔葉で（⽂書で）伝え、理解してもらうことができ
る。

0と1の間
異なる専⾨家・意⾒を持った⼈に対しても、その⼈の主張を
聞いて（読んで）理解することができる。

1と2の間
異なる専⾨・意⾒を持った⼈の主張も、その背景(コンテク
スト)を理解し、時間を掛けて説得・納得し、妥協点を⾒出
すことができる。

2と3の間 さきの能⼒をどんな環境でも発揮できる。

b 国際性・語学⼒ 多様な価値観と異⽂化の存在に対する理解がある。 0と1の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
持ったり⾔葉で表現したりすることができる。

1と2の間
多様な価値観と異⽂化に対して理解し、⾃⾝の考えや意⾒を
他国の⼈へ的確に伝えることができる。

2と3の間
多様な価値観と異⽂化を包括的に理解し、世界の様々な環境
で順応し活動できる。

c 教養学⼒ ⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得している。 0と1の間
⾃然・⼈間・社会に関する基礎知識を修得し、そこで直⾯す
る問題を理解している。

1と2の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題に対して⾃⾝の考え
を展開することができる。

2と3の間
⾃然・⼈間・社会に関して直⾯する問題をよく理解し、修得
した基礎知識を組み合わせて総合的にものを考え、⾃⾝の⽴
場を論じられる。

d  基礎学⼒
国際デザイン経営に関わる各基礎分野・専⾨分野の基礎知識
を理解している。

0と1の間
国際デザイン経営に関わる各基礎分野・専⾨分野の基礎知識
を体系的に関連付け、理解している。

1と2の間
国際デザイン経営に関わる各基礎分野・専⾨分野の基礎知識
を組み合わせ、演習問題などに対処できる。

2と3の間
国際デザイン経営に関わる各基礎分野・専⾨分野の基礎学⼒
を蓄え、専⾨能⼒獲得の⼟台が充分にできている。

e 専⾨学⼒
国際デザイン経営に関わる各専⾨分野の専⾨知識(理論、技
法など）を理解している。

0と1の間
国際デザイン経営に関わる各専⾨分野の専⾨知識(理論、技
法など）を体系的に関連付け、理解している。

1と2の間
国際デザイン経営に関わる各専⾨分野の専⾨知識(理論、技
法など）を組み合わせ、演習問題などに対処できる。

2と3の間
国際デザイン経営に関わる各専⾨分野の専⾨知識(理論、技
法など）を使って経営上の諸問題を解いたり、⾃由に議論し
たりすることができる。

f
創造性と提案⼒（または 
創造的解決⼒）

デザイン、創造性、デジタル技術についての⾃らの知識に基
づいて課題を感知できる。

0と1の間
デザイン、創造性、デジタル技術についての⾃らの知識に基
づいて感知した課題を分析できる。

1と2の間
デザイン、創造性、デジタル技術についての⾃らの知識を使
いながら、感知した課題について多様な観点からの分析や解
決への試案提案ができる。

2と3の間
デザイン、創造性、デジタル技術の知識を使って社会やビジ
ネスの課題を⾃由に議論して、分析や解決案の提案につなげ
ることができる。


	経営学科
	ビジネスエコノミクス学科
	国際デザイン経営学科



